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～BARレモン・ハート第一弾～
1936年生まれの漫画家古谷三敏の長期連載作品に
して代表作、漫画『BARレモン・ハート』は1985年「別
冊漫画アクション」において連載がスタートしてから、
今も「漫画アクション」にて月1連載中。
※2021年6月現在
お酒のウンチクと人生模様を語
る大人のためのグルメコミックス
であり、お酒好きのバイブルとし
て長期に渡り読み続けられてい
る。

漫画：BARレモン・ハート

1957年、岡山県出身
近畿大学医学部卒業後、近畿大学医学部大学院外科 
学系専攻終了(近畿大学博士:医学)
その後、近畿大学医学部臨床医学部門臨床栄養学 教 
授、ストラスブール大学欧州テレサージェリー研究所 
客員教授、スペインバルセロナ大学外科学教室 客員教 
授などを歴任し、2013年より岐阜大学 抗酸化研究部 
門 特任教授、2020年より公益財団法人 ルイ・パストゥ 
ール医学研究センター 抗酸化研究室 主席研究員

犬房春彦（医師・医学博士）
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アルコールの代謝と酸化ストレスの関係 酔いの段階と脳の麻痺状況

「酔い」はアルコールの麻酔作用が脳を麻痺させることで起こります。脳の麻
痺具合が進むことで酔いの段階が進み、最悪死にいたることがあります。酔い
の程度は個人差やその日の体調によって変わるためいつもと同じ量の飲酒
でも酔いの段階は異なりますので注意が必要です。

※公益社団法人アルコール健康医学協会： お酒と健康・飲酒の基礎知識「アルコール血中濃度と酔いの状態」を参考にSUPALIV株式会社にて編集

体内に入ったアルコールは、胃から約２０％、小腸から約８０％吸収され、その

ほとんどが肝臓で処理されます。肝臓に運ばれたアルコールはADH（アルコー

ル脱水素酵素）やMEOS（ミクロゾームエタノール酸化系）などの酵素によって

ただちにアセトアルデヒドに分解されます。

アセトアルデヒドは非常に毒性が強く、大量に体内に残っていると肝臓を傷め

てしまいます。これはアセトアルデヒドの毒性に加え、アセトアルデヒドが酸化ス

トレスを引き起こすためです。

アセトアルデヒドを速やかに無毒化するため、肝臓のミトコンドリアはALDH２

（アルデヒド脱水酵素２型）の酵素により酢酸に分解し、心臓や筋肉を通って、

最終的にアセトアルデヒドは二酸化酸素や水になり体外に排出されます。
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酔いの段階 脳の影響 身体の状態 アルコール
血中濃度目安

0.02～0.04％

0.05～0.10％

0.16～0.30％

0.31～0.40 ％

0.41～0.50 ％

爽快期

ほろ酔い期

酩酊期

泥酔期

昏睡期

網様体が麻痺すると、理性をつかさどる大脳

皮質の活動が低下し、抑えられていた大脳辺

縁系（本能や感情をつかさどる）の活動が活発

になる。

小脳まで麻痺が広がると、運動失調（千鳥
足）状態になる。

海馬（記憶の中枢）が麻痺すると、今やってい
ること、起きていることを記憶できない（ブラッ
クアウト）状態になる。

麻痺が脳全体に広がると、呼吸中枢（延髄）
も危ない状態となり、死にいたる。

0.11～0.15％酩酊初期

さわやかな気分になる
皮膚が赤くなる
陽気になる
判断力が少しにぶる

ほろ酔い気分になる
手の動きが活発になる
抑制がとれる（理性が失
われる）
体温が上がる
脈が速くなる

気が大きくなる
大声でがなりたてる
怒りっぽくなる
立てばふらつく

千鳥足になる
何度も同じことをしゃべる
呼吸が速くなる
吐き気・おう吐がおこる

まともに立てない
意識がはっきりしない
言語がめちゃめちゃになる

ゆり動かしても起きない
大小便はたれ流しになる
呼吸はゆっくりと深い
死亡


